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生徒・保護者向け夏季企業見学について  

・保護者企業見学会 ～総参加者57名～ 

今年は、東芝ウイズ、ビーアシスト、JFEビジネスサポート横浜の3か所に分かれて見学しました。 

＜アンケートより＞ 

・社会人としてマナーや仕事をきちんとできるようになるまでしっかり指導していただける環境がとても

良いと思った。実際にお仕事されている方のお話を伺って皆さんやりがいを感じて楽しそうに働いてい

らっしゃると感じた。（東芝ウイズ） 

・実際に働く姿を見ることができて、本人も何となく職場の雰囲気が伝わったと思う。支援の幅が手厚い

印象を受けた。（ビーアシスト） 

・「就職」は全然考えておらず、しかしどんな感じか知らずに排除するのもいかがなものかと参加した。こ

の道もありかもと希望が芽生えた。（JFEビジネスサポート横浜） 

など様々な感想をいただきました。また、「複数の企業に行きたかった。」とのご意見もいただきましたが、

同日開催にすることで今年は抽選なしで全員の方が見学することができました。ご理解の程お願いします。

参加してくださった方ありがとうございました。 

教員向け夏季企業・事業所見学について  

・職員事業所見学会（総参加人数 41名） 

今年は企業2か所福祉事業所3か所の見学を行いました。 

＜アンケートより＞ 

・実際に見学したことでわかることがたくさんあった。障害者雇用と社会とのつながりを感じ嬉しい気持

ちになった。（JFEビジネスサポート横浜） 

・一口に特例子会社と言っても様々なのだと思い実際に見学できてよかった。学部を問わず多くの職員に

共有できるとよい。（ゼンショービジネスサービス） 

・とても勉強になった。根気よく行う力が必要と伺えたので日々の指導に生かしたい。（ダイヤ磯子） 

・親御さんの意見を聞きながら利用者に寄り添った運営をされており大変勉強になった。学校でもどのよ

うな力を身につけるべきかを考えて指導していきたいと感じた。（わーくす太尾） 

・企業的な視点で障害特性に応じた支援や仕組みがあり、とても勉強になった。小中高の段階で何を身に

つけて行うべきか、卒業後を見据えた視点で授業や活動を考えたいと思った。（港北はぴねす工房） 

など様々な感想をいただきました。アンケートでは見学してみたい事業所、企業もいただきました。 

学校現場以外での取り組みにも視野を向け、日頃の教育活動に活かしていきたいと思います。 

能力開発校見学について 

・能力開発センター、キャンバス秦野見学会 

高２生徒、保護者対象に見学会を開催しました。 

能力開発センターは、秦野の山に囲まれた丘の上にある神奈川県、横浜市、川崎市、民間企業等による第

三セクター方式の職業訓練法人です。 

1年目は3つの専門コースをまんべんなく学び、自分の個性や能力適性を把握します。２年目はコースを

絞り、より専門的に技術の向上を図り就労を目指していきます。暑い中、外でフォークリフト技能検定に

向けフォークリフトの運転や、実習に向け（自動車会社での実習）洗車の練習をしている先輩達を見学、

より実践的な訓練を受けている姿に「すごいね。でも楽しそう」と感想が漏れていました。午後からは、

キャンバス秦野（寮）に移動。居室やお風呂、娯楽室など施設を見学しました。食事は出るけど洗濯や掃

除、お金の管理など自分でやらなくてはいけません。もちろんはじめは支援もしてくれます。また週末は

原則自宅に帰ることも聞き「頑張れるかも！」と思った方もいたようでした。 



 

求職登録について 

８月３日（水）ハローワーク川崎において高等部３年生を対象とした職業相談会（求職登録）を実施しま

した。 

 求職登録前の講話では、就職するために、そして長く元気に働くために大切な「時間を守る」「あいさ

つや返事をきちんとする」「身だしなみを整える」「きちんとした言葉遣い」「生活リズムを整える」こと

のお話がありました。こういった基本的なことは、社会人になると“できて当たり前”と思われるという

お話もありました。在学中から意識して取り組んでいきたいですね。 

 求職登録では、求職票検索機の使い方を教わり、興味のある職種の求人を検索し、求人票を取り寄せた

り、窓口の方と一人ずつ面談を行ったりしました。面談では、現時点での希望職種や就業時間帯、給与な

どについての希望を自分で伝えました。求人情報は、自宅（パソコン、スマートホンなど）からでも検索

することができます。ハローワークインターネットサービス - トップページ (mhlw.go.jp) 

 将来就職（仕事探し）をしたいときや仕事で困ったときに、相談する相手（保護者やともだち、支援機

関など）がいることの大切であるとの話がありました。そのひとつとしてハローワークをぜひ活用してく

ださい！とのことでした。 

夏季公開研修について 

「安心して生きていくためのキャリア教育～福祉／企業の観点から～」オンライン形式にて教員を対象に

夏季公開研修を実施しました。今年度は、NPO法人まどか 野尻様 ならびに 有限会社AGCサンス

マイル 金澤様のお話を聴講しました。動画を視聴した方々から、「在学中から困ったときに周囲に助け

を求められる方が社会に出たときに受け入れられやすいのだと思った」「身辺自立やコミュニケーション

など、日々の積み重ねが大切だということを改めて強く感じた」「当たり前なことを、当たり前にできる

児童生徒を育てる難しさを感じた半面、日頃から身につけている力が社会に出るときに発揮できていくの

だと思った」「理解できたかだけでなく、『理解しようと努力しているか』が大事であるという観点が勉強

になった」等々の感想が述べられました。卒業後の生活を見据えて、いまの教育活動を見直す貴重な機会

となりました。 

新規事業所の案内について 

新設事業所 

 名  称 ： 株式会社ソリッドボンド Be-Next BASE（生活介護 事業所） 

 所  在 ： 横浜市港北区489-2 コモンヒル大倉山 

 作業内容 ： ポスティング、創作的活動・生産活動等 

 

 名  称 ： チャレンジ ラボ （就労継続支援B型 事業所） 

 所  在 ： 横浜市中区曙町5-64 Kビル502 

 作業内容 ： ハウスクリーニング、ポスティング、菓子作り（施設外就労） 等 

 

 名  称 ： アクセル トライ （自立訓練/生活訓練 事業所） 

 所  在 ： 横浜市鶴見区鶴見中央1-19-4 メディカルプラザつるみ6F 

 作業内容 ： 個別プログラム（基礎学力・自己表現力向上、パソコン）やグループワーク 等 

 

進路情報コーナー開設の案内について 

職員玄関を入り、左手に進んでいただいた一角に『情報コーナー』の開設を計画しています。そこでは、

各事業所や企業のパンフレットを閲覧できるようにしたり、案内やお知らせを掲示したりする予定です。

ご来校の際にはぜひご活用していただき、「卒業後の暮らし」を考える参考にしていただきますと幸いで

す。徐々に整備をしていきます。ご意見やご要望がございましたらお知らせください。 

 

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/

